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寧
一
光
盟
の
新
法
か
ら
北
宋
末
期
滋
京
の
通
商
取
法
に
至
る
ま
で
の
問
題
貼
に
も

幅削
れ
る
。

超
紀
彬
氏
の
近
業
を
め
ぐ

っ
て

倉

芳

批
林
批
孔
辺
助
が
高
ま
っ
て
以
後
、
組
紀
彬
氏
は
『
附
於
孔
子
談
少
正
卯
問

題
』
(
一
九
七
三
年
九
月
〉
、
『
論
語
新
探
』
(
第
三
版
、
一
九
七
六
年
三
月
)

な
と
で
、
相
由
来
の
文
字
削
学
訓
話
祭
の
成
果
を
細
密
に
利
用
し
つ
つ
、
春
私
過
渡

期
に
お
け
る
孔
子
の
言
説
の
意
味
づ
け
に
大
脳
な
論
定
を
加
え
る
と
い
う
特
異

な
り
風
を
展
開
し
て
い
る
。
乙
う
い
う
組
氏
の
よ
う
な
翠
風
を
、
わ
れ
わ
れ
は

中
園
与
術
史
の
流
れ
の
中
で
ど
う
受
け
止
め
に
ら
よ
い
の
か
。
感
舎
の
研
究
報

告
の
髄
は
成
さ
ぬ
と
思
う
が
、

ζ

の
機
ん
習
に
諸
賢
の
お
教
え
を
請
い
た
い
。

ク
シ
ャ
ン
王
朝
と
ガ
ン
ダ

l
ラ
美
術

谷

出
T，

A
qa
 

最
近
、
ア
フ
カ
ニ
ス
タ
ン
の
西
北
部
、
ア
ム
河
岸
で
ア
イ

・
ハ
ヌ
ム
と
よ
ば

れ
る
ギ
リ
シ
ア
人
都
市
祉
が
愛
見
さ
れ
た
。
目
下
、
フ
ラ
ン
ス
調
査
闘
の
手
で

設
掘
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
一

l
四
次
(
一
九
六
五
|
一
九
六
八
)

の
調
査
報
告
が

h
t
同』
h
a
s
h
w
s
h

(
玄
ロ
〉
司
、f
vハ
}
ハ
ア
勺
R
U
H由
吋

ω〉
と

彦

し
て
出
版
さ
れ
、
ま
た
年
次
報
告
も

の

o
ヨ
ヌ
2

3
ロ
ι
E
r
F・〉
2
t

E
E
L
E
E
R
ユ
恒
三
O

口
同
に
逐
一
設
表
せ
ら
れ
、
興
味
ぶ
か
い
成
果
が
う
か

が
え
る
。

遺
跡
の
規
模
は
、
東
西
、
H

・
2
p
u、
南
北
。
・∞
同
日
の
卒
地
(
下
市
)
と
、

小
高
い
丘
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス

(上
市
)
と
か
ら
な
り
、
卒
地
に
は
官
街
ふ
う
の
大

き
な
建
物
、
腐
、
紳
殿
を
中
心
に
、
周
迭
に
字
国
形
劇
場
、
競
走
場
、
健
育

館
、
邸
宅
な
ど
が
あ
り
、
コ
リ

ン
ト
式
石
柱
、

屋
根
瓦
、
大
小
の
彫
塑
、
貨

幣
、
ギ
リ
シ
ア
語
碑
文
は
ど
は
み
な
真
正
ギ
リ
シ
ア
人
の
生
活
を
も
の
が
に

叩

hv

。こ
の
都
市
の
創
建
に

つ
い
て
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
が
ア
ジ
ア
遠
征
中
に
た

て

に

〉
-oHω
ロ
e
z
o
u己陶口同
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
セ
レ
ウ
コ

ス
一
世
の

時
代
と
す
る
か
、
各
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
∞
・
の
・

ω
c
c
年
以
前
の

創
設
で
、
し
か
も
そ
の
主
人
公
が
キ
ネ
ア
ス

穴
5
2
M
と
い
う
テ
ッ
サ
リ
ア

出
身
の
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ

っ
た
乙
と
も
碑
文
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
る。

ζ

ζ

で
私
が
削
附
心
を
い
だ
く
の
は
、
こ
の
ギ
リ
シ
ア
人
都
市
が
い
っ
、
ど
の

よ
う
に
し
て
滅
ん
で
い
っ
た
か
。
中
園
史
書
の
大
夏
を
征
服
し
た
と
い
う
大
月

氏
と
の
闘
係
、
あ
る
い
は
ク
シ
ャ
ン
王
朝
、
さ
ら
に
は
乙
の
ギ
リ
シ

ア
文
化
と

ガ
ン
タ
l
ラ
例
数
美
術
と
の
閥
係
で
あ
る
。
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男

吐
蕃
占
領
初
期
の
敦
健
文
献
に
つ
い
て

土

目巴

義

手口

敦
爆
出
土
の
漢
文
文
献
は
、
吐
蕃
が
敦
燥
を
占
領
し
た
七
八
七
年
(
別
設
に


